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令
和
３
年
度
、
倫
理
運
動
は

創
始
75
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

引
き
続
き「
地
球
倫
理
の
推
進
」

「
日
本
創
生
」
の
二
大
理
念
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、
誇
り
あ

る
日
本
文
化
の
自
覚
と
発
信
、

「
共
尊
共
生
」
の
実
現
を
め
ざ

し
て
諸
事
業
を
展
開
。
前
年
度

か
ら
続
く
感
染
症
の
影
響
を
受

け
、
家
庭
倫
理
の
会
・
倫
理
法

人
会
の
諸
活
動
は
中
止
や
自
粛

を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
が
、

オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
を
駆
使

す
る
な
ど
の
工
夫
を
重
ね
、
諸

事
業
を
推
し
進
め
ま
し
た
。

研
究
部
門
で
は
、
専
門
研
究

者
を
中
心
と
し
た
研
究
体
制
の

も
と
で
純
粋
倫
理
、日
本
文
化
、

倫
理
文
化
等
の
研
究
を
推
進
し

た
ほ
か
、
刊
行
物
や
学
会
・
学

術
誌
で
の
研
究
発
表
な
ど
を
通

し
て
、
そ
の
成
果
を
国
内
・
海

外
へ
発
信
し
ま
し
た
。
ま
た
、

普
及
・
教
育
・
出
版
等
の
各
部

門
の
事
業
に
資
す
る
知
的
資
産

の
拡
充
に
努
め
、
創
始
75
周

年
記
念
行
事
の
一
環
と
し
て
、

「
倫
理
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
第

３
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

普
及
部
門
の
生
涯
局
で
は
、

「
根
を
広
げ
、花
を
咲
か
せ
る
」 

を
モ
ッ
ト
ー
に
、純
粋
倫
理
を

伝
え
、同
士
の
輪
を
広
げ
て
、各

地
域
の
建
全
な
家
庭
づ
く
り
に

貢
献
す
る
た
め
、方
針
に
則
っ

た
組
織
連
営
を
基
盤
に
、創
意

工
夫
を
凝
ら
し
た
諸
行
事
を
展

開
し
ま
し
た
。ま
た
、
支
部
長

研
修
を
全
国
25
カ
所
で
行
な
う

な
ど
会
活
動
の
最
前
線
を
担
う

役
職
者
の
育
成
に
努
め
、
活
動

の
健
や
か
な
根
を
広
げ
る
た
め

の
「
土
づ
く
り
」
に
注
力
し
ま

し
た
。

　

文
化
活
動
は
、書
道
・
短
歌

に
よ
っ
て
家
族
を
つ
な
ぐ
芸
術

活
動
を
展
開
。「
第
16
回
し
き
な

み
子
供
短
歌
コ
ン
ク
ー
ル
表

彰
式
」は
、し
き
な
み
子
供
短
歌

賞
・
文
部
科
学
大
臣
賞
の
表
彰

に
絞
り
、受
賞
者
３
名
と
そ
の

家
族
を
含
む
33
名
を
招
い
て
、

規
模
を
縮
小
し
て
開
催
し
ま
し

た
。本
事
業
は
伝
統
文
化
の
継

承
だ
け
で
な
く
、子
供
達
の
国

語
力
・
感
受
性
の
向
上
に
も
貢

献
す
る
公
益
事
業
と
し
て
、教

育
関
係
者
か
ら
も
高
く
評
価
さ

れ
て
い
ま
す
。
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普
及
部
門
の
法
人
局
で
は
、

会
員
企
業
数
8
万
社
体
制
確
立

5
カ
年
計
画
を
立
案
し
、
ゆ
る

ぎ
な
い
10
万
社
体
制
を
実
現
可

能
な
距
離
に
引
き
寄
せ
る
べ
く

尽
力
し
ま
し
た
。
感
染
拡
大
防

止
の
た
め
に
一
部
の
主
要
行
事

の
中
止
や
集
会
型
行
事
が
制
限

さ
れ
ま
し
た
が
、
リ
モ
ー
ト
に

よ
る
会
議
や
行
事
の
開
催
を
試

み
る
な
ど
工
夫
を
重
ね
て
諸
活

動
を
推
し
進
め
ま
し
た
。
結

果
、令
和
３
年
度
期
末
の
会
員

企
業
数
は
７
万
１
８
１
７
社
に

達
し
ま
し
た
。
ま
た
、
10
万
社

に
ふ
さ
わ
し
い
組
織
体
制
を

め
ざ
し
、
役
職
者
の
育
成
強

化
を
図
る
と
共
に
「
よ
り
現

実
に
則
し
た
組
織
」
へ
と
移

行
す
る
た
め
の
諸
準
備
も
行

な
い
ま
し
た
。
な
お
、「
倫
理

1
7
0
0
0
」
ラ
イ
セ
ン
ス

は
8
社
が
新
規
認
定
を
受
け

2
5
4
社
と
な
り
ま
し
た
。

　

教
育
部
門
の
富
士
高
原
研
修

所
は
、「
い
の
ち
と
の
つ
な
が

り
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
富

士
山
麓
の
豊
か
な
自
然
に
囲
ま

れ
た
秀
逸
な
建
築
空
間
を
舞
台

に
、
受
講
者
の
心
身
浄
化
と
生

活
実
践
力
の
向
上
を
力
強
く
サ

ポ
ー
ト
す
る
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

し
ま
し
た
。
政
府
の
感
染
防
止

対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
も
と

に
、
各
セ
ミ
ナ
ー
と
も
き
め
細

や
か
な
運
営
を
心
が
け
、
敷
地

内
の
整
備
な
ど
、
受
講
環
境
の

更
な
る
充
実
に
も
取
り
組
み
ま

し
た
。

出
版
部
門
で
は
、
丸
山
敏
秋

理
事
長
の
新
刊
本
『
み
ち
し
る

べ
』『
経
営
力
を
磨
く
』
を
は

じ
め
『
夫
と
妻
は
合
わ
せ
鏡
』

の
３
冊
を
発
刊
し
た
ほ
か
、
定

期
刊
行
物
も
計
画
通
り
刊
行
し

ま
し
た
。
純
粋
倫
理
の
言
葉
の

中
か
ら
選
り
す
ぐ
り
の
31
篇
に

解
説
を
加
え
た
「
標
語
カ
レ
ン

ダ
ー
」
と
、
表
紙
の
カ
ラ
ー
が

異
な
る
２
種
類
の「
実
践
手
帳
」

も
好
評
を
博
し
ま
し
た
。

広
報
活
動
で
は
、「
第
24
回

地
球
倫
理
推
進
賞
贈
呈
式
」
を

令
和
３
年
３
月
29
日
、
感
染
防

止
策
を
講
じ
て
都
内
ホ
テ
ル
に

て
開
催
し
ま
し
た
。「
東
日
本

大
震
災
教
育
支
援
基
金
（
り
ん

り
ん
基
金
）」
の
奨
学
サ
ポ
ー

ト
は
、
平
成
25
年
度
認
定
の
第

１
期
〜
４
期
生
48
名
の
う
ち
47

名
の
給
付
期
間
が
満
了
し
ま
し

た
。
ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

中
心
と
す
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

に
よ
る
発
信
力
の
向
上
に
努
め

ま
し
た
。
創
始
75
周
年
記
念
事

業
と
し
て
建
設
中
だ
っ
た
新
施

設
は
令
和
２
年
12
月
に
竣
工

し
、
公
開
に
向
け
て
の
諸
準
備

に
も
着
手
し
て
い
ま
す
。

国
際
部
門
の
地
球
倫
理
推
進

本
部
で
は
、
感
染
症
の
影
響
に

よ
り
、「
地
球
倫
理
の
森
」創
成

事
業
へ
の
沙
漠
緑
化
隊
の
派
遣

を
中
止
し
ま
し
た
。一
方
、オ
ン

ラ
イ
ン
を
活
用
し
た
教
材
や
情

報
の
提
供
体
制
を
整
備
し
、
関

係
各
国
と
の
連
携
を
強
化
。
国

情
に
応
じ
た
倫
理
普
及
、
及
び

地
球
倫
理
の
実
践
活
動
を
推
進

し
、
人
づ
く
り
を
中
心
に
海
外

組
織
の
拡
充
を
図
り
ま
し
た
。

ま
た
、
ア
ジ
ア
諸
国
の
留
学
生

３
名
、
中
国
・
内
蒙
古
大
学
学

生
60
名
に
「
丸
山
奨
学
金
」
を

支
給
し
ま
し
た
。

本
年
次
報
告
で
は
、
令
和
３

年
度
の
事
業
に
つ
い
て
、
写
真

や
図
表
を
多
用
し
て
包
括
的
に

ご
紹
介
し
ま
す
。

創
始
75
周
年
。
疫
禍
を
奇
貨
と
し
て

雄
々
し
く
活
動
を
展
開
し
た
令
和
３
年
度
。
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創
始
75
周
年
記
念
事
業
の
新
施
設
が
完
成

　
　
　

真
新
し
い
そ
の
建
物
に
足
を
踏
み
入
れ
る
と
、
設
計
段
階
で
は
気
づ
か
な

　

か
っ
た
い
く
つ
も
の
特
色
が
あ
る
こ
と
に
驚
か
さ
れ
た
。
た
と
え
ば
二
元
対

　

立
な
い
し
双
極
性
の
対
立
を
止
揚
し
た
世
界
が
あ
る
。

　
　
　

│
│
縄
文
的
な
も
の
と
弥
生
的
な
も
の
と
の
融
合

　
　
　

│
│
神
話
的
に
い
え
ば
、
闇
と
光
の
融
和

　
　
　
　

│
│
超
古
代
を
思
わ
せ
る
荒
々
し
い
技
法
と
超
最
先
端
技
術
の
出
会
い

　
　
　

│
│
精
神
分
析
的
に
い
え
ば
「
生
の
本
能
」と
「
死
の
本
能
」の
併
存

　
　

そ
う
し
た
二
元
が
対
立
せ
ず
、一
つ
の
建
物
と
し
て
な
い
ま
ぜ
に
融
け
合
っ

　

て
い
る
。
大
地
か
ら
生
え
て
き
た
よ
う
な
ラ
セ
ン
状
の
階
段
は
、
天
井
の
九

　

つ
の
窓
を
通
っ
て
天
空
に
昇
っ
て
い
く
か
の
よ
う
だ
。

　
『
倫
理
2
0
2
1
年
8
月
号
』

　
「
異
界
と
倫
理
（
2
）
建
物
と
霊
性
│
内
藤
廣
氏
の
二
つ
の
作
品
を
通
し
て
」

丸
山
敏
秋

　

令
和
2
年
12
月
15
日
、
本
部
ビ
ル
の
真
向
か
い
に
、
倫
理
運
動
創
始
75
周
年
を

記
念
し
、
建
設
が
進
め
ら
れ
て
き
た
新
施
設
が
完
成
。
施
工
者
の
前
田
建
設
工
業

株
式
会
社
よ
り
、
建
物
の
引
き
渡
し
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
設
計
は
、
富
士
高
原

研
修
所
の
建
物
と
庭
園
の
「
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
」
を
行
な
っ
た
建
築
家
・
内
藤

廣
氏
が
手
が
け
ま
し
た
。

「
縄
文
と
弥
生
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
造
ら
れ
た
建
物
は
、
太
古
か
ら
使
わ
れ
る
コ

ン
ク
リ
ー
ト
を
素
材
と
し
た
、
荒
々
し
い
存
在
感
の
あ
る
立
方
体
を
、
高
い
精
度

の
工
業
製
品
で
あ
る
ガ
ラ
ス
の
皮
膜
で
包
み
こ
ん
で
い
ま
す
。
そ
こ
に
は
原
始
的

で
物
質
的
存
在
の
あ
り
方
を
示
す
縄
文
的
な
部
分
と
、
抽
象
的
な
幾
何
学
を
象
徴

01

令和3年度
活動トピックス
社会教育団体として、

さまざまな生涯学習活動を
展開しました。

倫
理
運
動
を

徴
す
る
建
築
物
が
完
成

象
徴
す
る



5 ANNUAL REPORT5 ANNUAL REPORT

外の音が遮断された静寂な空間が広がる2階ホール。天窓からは雲の動きや太陽の光を感じることができる

特殊タイルが敷き詰められた1階。ライトアップされたコンクリートの柱が上階とは違った雰囲気を醸し出す

す
る
弥
生
的
な
部
分
の
二
つ
の
価
値
観
の
対
比
が
存
在
し
ま
す
。

「
建
築
的
な
存
在
そ
の
も
の
が
人
に
働
き
か
け
、
魂
を
ゆ
さ
ぶ
り
、
意
思
を
も
つ

建
物
を
作
り
た
い
」
と
い
う
内
藤
氏
の
理
念
を
具
現
化
し
た
新
施
設
は
、
今
後
、

純
粋
倫
理
な
ら
び
に
地
球
倫
理
を
核
と
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
用
途
へ
の
活
用
が
見
込

ま
れ
て
お
り
、
令
和
４
年
度
の
公
開
に
向
け
て
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
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02

地
球
倫
理
の
推
進
に
、
実
践
面
で
貢
献

し
て
い
る
団
体
を
顕
彰
し
ま
し
た
。

【国内活動部門】NPO 法人 抱樸

【国際活動部門】認定NPO 法人ヒカリカナタ基金

「
地
球
倫
理
推
進
賞
」
の

贈
呈

「
第
24
回
地
球
倫
理
推
進
賞
贈
呈
式
」

を
、
令
和
３
年
３
月
29
日
に
都
内
ホ
テ
ル

で
開
催
し
ま
し
た
（
後
援
・
文
部
科
学

省
、
産
経
新
聞
社
、
全
国
民
間
放
送
ラ
ジ

オ
局
37
社
）。
応
募
総
数
38
件
（
国
際
16
、

国
内
22
）
の
中
か
ら
、
国
際
活
動
部
門

は
「
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ヒ
カ
リ
カ
ナ
タ

基
金
」（
竹
内
昌
彦
理
事
長
）、
国
内
活
動

部
門
は
、「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
抱
樸
」（
奥
田

知
志
理
事
長
）
を
表
彰
し
ま
し
た
。
併
せ

て
、
文
部
科
学
省
総
合
教
育
政
策
局
地

域
学
習
推
進
課
田
中
勉
課
長
補
佐
か
ら
、

文
部
科
学
大
臣
賞
の
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

「
ヒ
カ
リ
カ
ナ
タ
基
金
」
は
発
展
途
上

国
の
視
覚
障
害
者
へ
の
教
育
、
自
立
支
援

を
行
な
い
、
２
０
１
７
年
に
小
児
視
力
改

善
の
た
め
の
基
金
を
設
立
。
現
地
医
療
機

関
と
連
携
し
、
多
く
の
子
供
達
の
視
力
回

復
支
援
を
継
続
。
国
内
で
は
障
害
者
へ
の

理
解
と
人
権
向
上
を
目
的
と
し
た
講
演
活

動
を
通
し
て
、
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
の
活
用
を

促
す
な
ど
、
障
害
者
の
生
活
向
上
へ
寄
与

す
る
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
「
抱
樸
」
は
経
済
的
困
窮
状
態
や
社
会

的
孤
立
状
態
の
人
々
の
自
立
支
援
、
社
会

的
処
遇
の
改
善
、
地
域
生
活
の
安
定
等
に

関
す
る
支
援
事
業
を
行
な
い
、
生
活
困

窮
者
・
孤
立
者
が
抱
え
る
ハ
ウ
ス
レ
ス
・

ホ
ー
ム
レ
ス
状
態
の
解
決
と
、「
一
人
に

し
な
い
断
ら
な
い
伴
走
者
」
と
し
て
看
取

り
支
援
に
至
る
ま
で
、
対
象
者
の
人
生
支

援
に
尽
力
し
て
い
ま
す
。

　

贈
呈
式
に
は
２
６
７
名
が
出
席
。
地
球

倫
理
の
提
唱
者
で
あ
る
丸
山
竹
秋
会
長
の

生
誕
１
０
０
年
に
あ
た
る
た
め
、
地
球
倫

理
の
原
点
を
振
り
返
る
こ
と
を
目
的
に
、

会
長
の
足
跡
を
た
ど
る
映
像
の
上
映
も
行

な
わ
れ
ま
し
た
。
記
念
講
演
で
は
、
両
団

体
が
取
り
組
み
と
成
果
お
よ
び
活
動
現
場

の
模
様
を
発
表
し
、
出
席
者
に
深
い
感
銘

を
与
え
ま
し
た
。

面
で
貢
献

し
た
。
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丸
山
奨
学
金
に
よ
る
支
援

　

令
和
３
年
度
も「
丸
山
奨
学
金
」

２
０
０
万
円
を
中
国
内
蒙
古
大
学（
60
名
）

に
支
給
し
ま
し
た
。
併
せ
て
２
カ
国
３
名

の
ア
ジ
ア
諸
国
の
留
学
生（
丸
山
奨
学
生
）

に
も
奨
学
金
総
額
４
２
５
万
円
を
支
給

し
、
勉
学
を
支
援
し
ま
し
た
。

丸
山
奨
学
生
は
将
来
日
本
と
の
学
術
・

文
化
な
ど
の
友
好
交
流
の
架
け
橋
と
し

て
期
待
さ
れ
る
人
材
で
あ
り
、
各
自
の
専

門
研
究
テ
ー
マ
を
探
求
す
る
と
と
も
に
、

「
地
球
倫
理
」
を
富
士
高
原
研
修
所
で
体

験
学
習
し
、
日
本
の
精
神
文
化
の
理
解
を

深
め
て
い
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
教
育
支
援

基
金
（
り
ん
り
ん
基
金
）

「
東
日
本
大
震
災
教
育
支
援
基
金
」
は
、

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
両
親
や
家
族
を

失
っ
た
遺
児
や
若
者
た
ち
の
勉
学
を
援
助

し
、
教
育
環
境
の
整
備
に
役
立
て
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
平
成
23
年
４
月
に
開
設

さ
れ
ま
し
た
。
基
金
は
二
つ
の
分
野
へ
の

支
援
と
し
て
活
用
さ
れ
、
開
設
以
来
の
支

援
総
額
は
５
億
5
2
7
5
万
円
に
上
り

ま
す
（
令
和
3
年
8
月
31
日
現
在
）。

「
タ
グ
ボ
ー
ト
支
援
」

被
災
地
に
お
け
る
子
供
の
教
育
支
援
活

動
を
行
な
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
を
対
象

と
し
た
支
援
で
す
。
平
成
23
年
11
月
よ
り

支
援
を
開
始
し
、
以
来
、
23
団
体
に
計

１
億
３
９
６
３
万
円
を
支
給
し
ま
し
た
。

平
成
28
年
３
月
11
日
を
も
っ
て
寄
付
の
受

付
を
終
了
し
、
平
成
29
年
度
を
も
っ
て
支

援
を
完
了
し
て
い
ま
す
。

「
奨
学
サ
ポ
ー
ト
」

被
災
に
よ
る
経
済
悪
化
に
よ
っ
て
大
学

進
学
が
困
難
と
な
っ
た
高
校
３
年
生
を
対

象
に
、
①
入
学
支
度
金
②
授
業
料
③
生

活
費
を
給
付
。
返
済
義
務
の
な
い
奨
学
金

制
度
と
し
て
、
第
一
期
生
（
平
成
25
年
度

認
定
）
か
ら
第
四
期
生
（
平
成
28
年
度
認

定
）
ま
で
計
48
名
の
大
学
進
学
・
大
学
生

活
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で

の
奨
学
金
総
額
は
４
億
１
３
１
２
万
円

で
、
そ
の
う
ち
本
年
度
は
４
６
７
万
円
を

給
付
し
ま
し
た
。
ま
た
、
第
一
期
か
ら
第

四
期
の
う
ち
６
年
制
大
学
在
学
中
の
１
名

を
除
く
47
名
の
給
付
期
間
が
満
了
し
ま
し

た
。

海
外
お
よ
び
国
内
に
お
け
る
教
育
支
援

令和3年度 丸山奨学生（3名）

国籍 研究機関 研究テーマ

中国 大阪大学大学院 日本語のほのめかし表現

中国 筑波大学 日中両国における匠の精神

イスラエル 大阪大学大学院 日本の製薬政策と規制改革

クシェレビチ・ハダスさん（イスラエル）

03

04

頼
ライシュンブン
俊 さん（中国）
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東
日
本
大
震
災

メ
モ
リ
ア
ル
２
０
２
１

東
日
本
大
震
災
か
ら
10
年
の
節
目
を
迎

え
、被
災
し
た
倫
理
法
人
会
員
が
当
時
の

体
験
や
思
い
を
振
り
返
り
、そ
れ
ら
を
次

世
代
に
継
承
す
る
こ
と
を
目
的
に
、令
和

３
年
３
月
10
日
、仙
台
国
際
ホ
テ
ル
（
宮

城
県
仙
台
市
）に
て
「
東
日
本
大
震
災
メ

モ
リ
ア
ル
２
０
２
１
」を
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
会
場
と
な
っ
た
ホ
テ
ル
の
協
力

も
得
な
が
ら
感
染
症
対
策
に
も
万
全
を
期

し
、岩
手
県
、宮
城
県
、福
島
県
の
倫
理
法

人
会
を
中
心
に
２
１
８
名
が
出
席
。

舞
台
上
部
に
は
、大
震
災
に
よ
り
甚
大

な
被
害
を
受
け
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
い
ち

早
く
活
動
を
再
開
し
、顕
著
な
活
躍
を
し

た
５
つ
の
倫
理
法
人
会
に
贈
ら
れ
た
深
紅

の
行
動
旗
が
掲
げ
ら
れ
ま
し
た
。

扇
功
氏
（
宮
城
県
倫
理
法
人
会
会
長
）

は
開
式
の
挨
拶
の
中
で
、全
国
か
ら
寄
せ

ら
れ
た
応
援
と
「
東
日
本
大
震
災
教
育
支

援
基
金
（
り
ん
り
ん
基
金
）」へ
の
感
謝
を

述
べ
ま
し
た
。当
時
を
振
り
返
る
ス
ピ
ー

チ
で
は
会
員
を
代
表
し
て
４
名
の
方
々
が

登
壇
。家
族
を
亡
く
さ
れ
た
悲
し
み
を
乗

り
越
え
、希
望
を
胸
に
倫
理
運
動
の
歩
み

を
進
め
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
、「
こ
ん
な
時

こ
そ
倫
理
で
は
な
い
か
」と
の
言
葉
に
感

銘
を
受
け
「
経
営
者
モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ

ナ
ー
」の
再
開
に
至
っ
た
倫
理
法
人
会
、

悲
痛
な
思
い
が
こ
み
上
げ
る
中
で
、丸
山

敏
秋
理
事
長
の
被
災
地
訪
問
を
き
っ
か

け
に
希
望
を
強
く
持
つ
こ
と
が
出
来
た

と
い
う
喜
び
の
報
告
な
ど
、そ
れ
ぞ
れ
が

当
時
の
体
験
や
思
い
を
語
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、り
ん
り
ん
基
金
奨
学
生
を
代

表
し
て
第
二
期
奨
学
生
で
あ
る
高
橋
和

浩
さ
ん
が
登
壇
。時
折
声
を
詰
ま
ら
せ
な

が
ら
支
援
へ
の
感
謝
を
述
べ
る
と
と
も

に
、将
来
へ
の
抱
負
を
力
強
く
語
る
と
会

場
か
ら
大
き
な
拍
手
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

右から認可書を掲げるカリフォルニア州倫理法人会・飯田隆会長と、行動旗を掲げる遠藤昭彦事務長

05

震
災
か
ら
10
年
、鎮
魂
を
捧
げ
躍
進
を
誓
う

深紅の行動旗が掲げられた舞台で、感謝と決意を述べる高橋和浩さん（りんりん基金第二期奨学生）

開式の挨拶を述べる扇功氏（宮城県倫理法人会会長）
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青
年
フ
ォ
ー
ラ
ム

青
年
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
約
20
年
前
か
ら

行
な
っ
て
い
る
沙
漠
緑
化
活
動
と
と
も
に

青
年
活
動
を
支
え
る
柱
で
す
。

企
画
・
実
施
計
画
か
ら
演
出
・
構
成
、

事
後
の
後
始
末
ま
で
の
過
程
を
、
青
年
た

ち
が
互
い
に
力
を
合
わ
せ
て
つ
く
り
上
げ

て
い
き
ま
す
。

青
年
た
ち
は
、
自
分
の
学
業
や
仕
事
を

両
立
さ
せ
な
が
ら
、
険
し
い
道
の
り
に
挑

戦
し
て
準
備
を
進
め
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
令
和
３
年
度
は
、
予
定
し
て
い
た
４

会
場
（
東
京
都
・
京
都
府
・
熊
本
県
・
沖

縄
県
）
の
う
ち
、
感
染
症
拡
大
の
影
響

を
受
け
、
唯
一
東
京
都
の
み
の
開
催
と

な
り
ま
し
た
。

二
度
の
開
催
延
期
の
末
、
令
和
３
年

６
月
20
日
、
観
客
制
限
が
な
さ
れ
た
有

楽
町
よ
み
う
り
ホ
ー
ル
（
東
京
都
千
代

田
区
）
に
お
い
て
、
７
名
の
弁
士
が
登

壇
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
実
践
に
よ
っ
て
切

り
拓
い
た
体
験
で
つ
か
ん
だ
夢
や
希
望
、

決
意
を
発
表
し
ま
し
た
。

第
二
部
で
は
、
息
の
合
っ
た
ダ
ン
ス

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
披
露
し
、
場
内
は

感
動
と
熱
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

７名の弁士が登壇。夢や希望を堂々と述べた

「
未
来
を
創
る
」青
少
年
の
健
全
育
成
を
め
ざ
し
て

06

実行委員会メンバーによる創作ダンス
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し
き
な
み
子
供
短
歌

コ
ン
ク
ー
ル

「
第
16
回
し
き
な
み
子
供
短
歌
コ
ン

ク
ー
ル
」
を
開
催
し
、
全
国
の
小
学
生

4
万
７
０
０
３
名
（
９
３
３
校
）
よ
り

応
募
が
あ
り
ま
し
た
（
後
援
・
文
部
科
学

省
、
全
国
民
間
放
送
ラ
ジ
オ
局
37
社
）。

都
道
府
県
別
の
予
選
を
経
て
令
和
2
年
12

月
4
日
の
最
終
選
考
会
で
は
、
中
国
放
送

東
京
支
社
ラ
ジ
オ
部
長
・
宗
像
総
一
郎

氏
、
歌
人
・
加
藤
千
恵
氏
、
し
き
な
み
短

歌
講
師
・
長
井
陽
子
氏
の
３
名
が
最
終
選

考
委
員
を
務
め
、
し
き
な
み
子
供
短
歌
賞

（
小
学
校
低
学
年
・
中
学
年
・
高
学
年
の

部
）
の
３
名
、
特
選
21
名
、
入
選
２
８
７

名
、佳
作
４
４
１
名
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
３
年
２
月
21
日
、
倫
理
研
究
所

（
東
京
都
千
代
田
区
）
で
行
な
わ
れ
た
表

彰
式
で
は
、「
し
き
な
み
子
供
短
歌
賞
」

「
文
部
科
学
大
臣
賞
」
受
賞
者
と
受
賞
者

家
族
を
含
む
33
名
が
出
席
。
例
年
の
表
彰

式
と
は
異
な
り
、
今
年
は
感
染
症
拡
大
防

止
の
一
環
と
し
て
規
模
を
大
幅
に
縮
小
し

た
中
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

し
き
な
み
子
供
短
歌
賞
の
受
賞
者
３
名

に
は
、
併
せ
て
文
部
科
学
省 

総
合
教
育

政
策
局 

地
域
学
習
推
進
課 
田
中
勉
課
長

補
佐
よ
り
、「
文
部
科
学
大
臣
賞
」
が
授

与
さ
れ
ま
し
た
。

し
き
な
み
子
供
短
歌
賞
受
賞
作
品

低
学
年
の
部
／
岡
本
真
史
／
大
阪
・
２
年
生

ひ
さ
し
ぶ
り
や
っ
と
し
ゅ
う
ご
う
し
ゃ
し

ん
だ
ね
カ
ラ
フ
ル
マ
ス
ク
の
え
が
お
さ
い

た
よ

中
学
年
の
部
／
正
村
仁
智
利
／
東
京
・
３
年
生

は
ち
植
え
の
み
ど
り
の
ロ
ケ
ッ
ト
オ
ク
ラ

の
実
入
道
雲
へ
と
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン

高
学
年
の
部
／
中
村
夢
優
／
千
葉
・
６
年
生

サ
ヤ
を
む
く
祖
母
の
背
中
に
よ
り
か
か
り
あ

の
ね
と
言
う
と
ふ
ふ
と
笑
っ
た

伝
統
文
化
教
育
へ
の
取
り
組
み

表彰式会場の様子。終始和やかな雰囲気のなか行なわれた

07

左から「しきなみ子供短歌賞」「文部科学大臣賞」に輝いた岡本さん、正村さん、中村さん
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他
団
体
へ
の
寄
付
・
協
賛

令
和
３
年
６
月
８
日
丸
山
理
事
長
が
伊

勢
神
宮
を
訪
れ
、「
伊
勢
神
宮
式
年
遷
宮

御
造
営
資
金
」
と
し
て
１
０
０
万
円
を
寄

付
し
ま
し
た
。
同
寄
付
は
、
平
成
８
年
に

丸
山
が
理
事
長
に
就
任
以
来
、
倫
理
研
究

所
と
し
て
毎
年
行
な
っ
て
い
ま
す
。

７
月
２
日
に
は
、
癌
研
究
の
領
域
に
お

い
て
特
に
優
れ
た
業
績
を
あ
げ
た
学
者
・

研
究
者
に
対
す
る
学
術
賞
の
贈
呈
や
研
究

奨
励
助
成
な
ど
を
行
な
っ
て
い
る
「
公
益

財
団
法
人
高
松
宮
妃
癌
研
究
基
金
」
の
事

務
所
を
大
木
理
事
が
訪
問
し
、
財
団
の
佐

藤
進
参
与
へ
寄
付
金
１
０
０
万
円
を
手
渡

し
ま
し
た
。
同
団
体
へ
は
平
成
６
年
か
ら

毎
年
寄
付
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

創
始
者
の
生
誕
地
で
あ
る
福
岡
県
豊
前

市
へ
は
、７
月
13
日
に
前
川
朋
廣
副
理
事

長
が
会
員
諸
氏
と
と
も
に
訪
問
。「
豊
前

市
芸
術
文
化
振
興
事
業
協
賛
金
」
へ
の
寄

付
目
録
を
後
藤
元
秀
市
長
へ
手
渡
し
ま
し

た
。
昭
和
63
年
よ
り
毎
年
行
な
っ
て
き
た

同
寄
付
は
、
今
回
で
34
回
目
と
な
り
ま
し

た
。

倫
理
普
及
の
後
方
支
援
と
し
て

神宮禰宜の森真吾氏より感謝状を拝受する丸山理事長

08

後藤元秀豊前市市長（左から3人目）に目録を手渡す前川副理事長

佐藤進参与へ寄付金を手渡す大木理事

伊勢神宮式年遷宮造営資金 公益財団法人高松宮妃癌研究基金 豊前市芸術文化振興事業協賛金

約 1300 年前から続けられている伊勢
神宮最大の神事である式年遷宮。20 年
に一度、古代からの形式を継承しなが
ら社殿を造営。御装束神宝も新しく調
製し、大御神に捧げられます。遷宮全
体にかかる資金は約 550 億円にものぼ
ります。

故高松宮妃喜久子殿下のご発意により
昭和 43 年に設立された、癌に関する
研究奨励・助成を目的とした財団法人。
「癌撲滅」をめざし、様々な事業で、
癌に関する研究を支援しています。

倫理研究所創立者・丸山敏雄の生誕地
である福岡県豊前市天和。同市では、
文化活動の推進を図るため、施設の整
備・活用、美術展やコンサートの開催、
文化体験や伝統芸能の保存・継承など、
芸術文化の振興を行なっています。
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各
会
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ

の
厳
重
な
感
染
予
防
対
策
と
し
て
、
適
切

な
会
場
の
確
保
や
参
加
者
へ
の
配
慮
な

ど
、
き
め
細
か
い
準
備
の
も
と
「
お
は
よ

う
倫
理
塾
」「
経
営
者
モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ

ナ
ー
」
な
ど
の
活
動
を
続
け
て
き
ま
し

た
。
各
地
で
工
夫
を
凝
ら
し
て
行
な
わ
れ

て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
に
は
、
役

職
者
の
「
よ
り
広
く
純
粋
倫
理
を
伝
え
よ

う
」と
す
る
意
気
込
み
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

家
庭
倫
理
の
会

各
地
の
家
庭
倫
理
の
会
で
は
、
昨
年
の

活
動
休
止
期
間
中
20
〜
40
代
の
会
員
を
中

心
に
、
会
員
同
士
の
交
流
を
止
め
な
い
自

発
的
な
意
欲
か
ら
始
ま
っ
た
取
り
組
み
と

し
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し

た
「
お
は
よ
う
倫
理
塾
」
や
「
倫
理
の
つ

ど
い
」「
子
育
て
ト
ー
ク
」
な
ど
を
試
験

的
に
開
催
し
ま
し
た
。
倫
理
を
学
習
す
る

機
会
の
幅
を
広
げ
、
遠
距
離
や
他
会
の
会

員
と
交
流
が
可
能
に
な
る
な
ど
、
回
を
重

ね
る
ご
と
に
参
加
者
が
増
え
ま
し
た
。
一

方
、
Ｐ
Ｃ
が
苦
手
な
会
員
や
高
齢
会
員
の

参
加
が
進
み
づ
ら
い
な
ど
の
課
題
が
見
え

ま
し
た
。
今
後
の
有
効
性
に
つ
い
て
は
、

継
続
し
て
研
究
調
査
を
進
め
て
い
き
ま

す
。

文
化
活
動

　

短
歌
は
、歌
会
を
リ
モ
ー
ト
で
行
な
う

な
ど
、こ
れ
ま
で
に
な
い
変
化
を
求
め
ら

れ
ま
し
た
。リ
モ
ー
ト
歌
会
で
は
、こ
れ

ま
で
交
流
が
難
し
か
っ
た
離
れ
た
地
域

を
つ
な
ぐ
こ
と
も
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
は
、短
歌
講
師
が
不
在
の
海
外
や
遠

隔
地
で
の
利
用
も
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

書
道
に
お
い
て
も
、
従
来
の
集
会
型
の

活
動
が
で
き
な
い
中
、
文
化
部
専
任
研
究

員
が
筆
遣
い
を
動
画
で
撮
影
し
、
会
員
に

提
供
す
る
な
ど
新
し
い
試
み
が
行
な
わ

れ
ま
し
た
。

疫
禍
を
奇
貨
と
し
て

ZOOMを活用した「子育て発表会」の様子
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倫
理
法
人
会

緊
急
事
態
宣
言
の
発
令
以
降
、全
国
の

倫
理
法
人
会
で
は
活
動
の
柱
で
あ
る
「
経

営
者
モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
」（
以
下
、

M
S
）を
ど
の
よ
う
に
行
な
う
か
が
最
大

の
懸
案
事
項
で
し
た
。M
S
の
開
催
を
継

続
す
る
た
め
、集
会
形
式
と
オ
ン
ラ
イ
ン

形
式
を
用
意
す
る
単
会
が
増
加
。オ
ン
ラ

イ
ン
の
活
用
に
よ
っ
て
、会
員
同
士
の
交

流
と
講
話
で
学
ぶ
機
会
も
増
え
、非
常
時

に
お
け
る
有
効
性
を
実
感
し
ま
し
た
。ま

た
、緊
急
事
態
宣
言
が
解
除
さ
れ
て
か
ら

は
、集
会
形
式
で
の
M
S
を
再
開
す
る
単

会
が
徐
々
に
増
え
、集
会
形
式
で
行
な
う

意
義
に
改
め
て
気
づ
い
た
と
い
う
声
も
多

く
聞
か
れ
ま
し
た
。

国
際
普
及

国
際
普
及
を
担
当
す
る
地
球
倫
理
推
進

本
部
で
は
、
講
話
や
研
修
を
オ
ン
ラ
イ
ン

で
発
信
。
台
湾
・
ア
メ
リ
カ
・
ブ
ラ
ジ
ル

の
拠
点
と
緊
密
に
連
携
を
取
り
、
現
地
の

会
友
・
未
会
員
に
向
け
て
純
粋
倫
理
の
学

習
機
会
を
提
供
し
ま
し
た
。
台
湾
で
は
、

朝
礼
実
習
な
ど
も
含
む
「
倫
理
経
営
模
範

企
業
研
修
」
を
全
て
リ
モ
ー
ト
で
実
施
。

ア
メ
リ
カ
の
M
S
で
は
、オ
ン
ラ
イ
ン
の

特
性
を
生
か
し
た
積
極
的
か
つ
広
範
囲
へ

の
普
及
活
動
が
功
を
奏
し
、未
会
員
や
州

外
か
ら
の
参
加
者
も
増
加
し
ま
し
た
。ま

た
、今
年
か
ら
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
倫
理

法
人
会
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
州
倫
理
法
人
会
の

経
営
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
に
、
日
本
か
ら
研

究
員
や
役
職
者
の
講
話
を
発
信
し
ま
し

た
。ブ
ラ
ジ
ル
に
向
け
て
は
、現
地
会
友

の
理
解
を
深
め
る
た
め
、事
前
収
録
し
た

講
話
映
像
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
の
字
幕
を

つ
け
、よ
り
深
く
正
確
に
純
粋
倫
理
を
伝

え
る
工
夫
が
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

研
究
セ
ン
タ
ー

　

研
究
セ
ン
タ
ー
で
は
、全
国
の
会
員
活

動
が
休
止
と
な
っ
た
時
期
か
ら
、「
こ
の

非
常
時
を
ど
う
考
え
る
か
」を
テ
ー
マ

に
、研
究
セ
ン
タ
ー
の
6
名
の
専
門
研
究

員
に
論
文
の
執
筆
を
依
頼
。法
人
会
員

組
織
を
中
心
に
学
習
資
料
と
し
て
発
信

し
ま
し
た
。ま
た
、そ
の
論
文
に
加
筆
補

正
を
加
え
た
も
の
を
月
刊
誌
『
倫
理
』

2
0
2
0
年
12
月
号
、2
0
2
1
年
1
月

号
に
特
集
と
し
て
掲
載
し
ま
し
た
。

富
士
高
原
研
修
所

富
士
高
原
研
修
所
に
お
け
る
各
種
セ

ミ
ナ
ー
は
、
政
府
の
コ
ロ
ナ
対
策
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
を
も
と
に
開
催
。
受
講
さ
れ

る
皆
様
の
精
神
的
負
担
を
軽
減
す
る
た

め
、
館
内
の
消
毒
や
検
温
な
ど
の
体
調

管
理
、
受
講
者
同
士
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ

ス
タ
ン
ス
の
確
保
な
ど
、
安
心
・
安
全

を
第
一
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
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令
和
3
年
度
の
研
究
セ
ン
タ
ー
は
、
倫

理
運
動
に
資
す
る
研
究
事
業
を
推
進
し
ま

し
た
。
専
門
研
究
員
を
中
心
と
し
た
研
究

体
制
の
も
と
純
粋
倫
理
、
日
本
文
化
、
倫

理
文
化
等
の
研
究
に
専
念
。
刊
行
物
や
学

会
・
学
術
誌
に
お
け
る
研
究
発
表
等
を
通

し
て
、
そ
の
成
果
を
国
内
・
海
外
へ
発
信

し
ま
し
た
。
ま
た
、
普
及
・
教
育
・
出
版

等
の
各
部
門
の
事
業
に
資
す
る
知
的
資
産

の
拡
充
に
努
め
ま
し
た
。な
お
、令
和
２
年

11
月
に
は
、
創
始
75
周
年
記
念
行
事
の
一

環
と
し
て
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま

し
た
。

研
究
の
方
向
と
重
点

純
粋
倫
理
の
研
究
、
倫
理
文
化
に
関

す
る
専
門
的
研
究
を
積
極
的
に
推
進
し
、

「
倫
理
文
化
学
」
の
構
築
を
め
ざ
す
研
究

を
行
な
い
ま
し
た
。

倫
理
文
化
に
関
す
る
専
門
的
研
究

研
究
者

研
究
テ
ー
マ

内
田
智
士
想
像
力
と
利
他
心
や
懲
罰
行
動
、

恩
送
り
行
動
等
と
の
関
係
に
つ
い

て
の
研
究 

お
よ
び
コ
ロ
ナ
禍
に
お

け
る
心
の
変
化
に
つ
い
て
の
研
究

高
橋 

徹
「
物
心
と
は
何
か
」
と
い
う
問
い

を
き
っ
か
け
に
、
人
間
の
無
意
識

を
意
識
化
す
る
方
法
を
研
究

寛 

ボ
ル

テ
ー
ル

日
本
の
食
文
化
に
つ
い
て
歴
史

学
・
文
化
人
類
学
・
社
会
学
等
の

観
点
か
ら
の
研
究
、
お
よ
び
日
本

文
化
に
お
け
る
「
心
」
の
概
念
や

そ
の
言
語
学
・
文
化
人
類
学
的
解

釈
に
つ
い
て
の
研
究

松
本
亜
紀
丸
山
敏
雄
の
提
唱
し
た
「
無
痛
安

産
」
観
に
関
す
る
本
質
的
な
意
義

に
つ
い
て
の
考
察

平
良 

直

心
と
つ
な
が
り
に
関
す
る
研
究
、

お
よ
び
戦
後
の
大
衆
運
動
の
教

育
・
学
習
的
側
面
に
関
す
る
研
究

水
野
雄
司
道
徳
教
育
に
お
け
る
徳
目
の
史
的

分
析

丸
山
貴
彦
武
道
に
み
る
心
と
体
の
つ
な
が
り

に
つ
い
て
、
主
に
「
天
真
体
道
」

の
現
代
的
意
義
を
探
り
つ
つ
考
察

李イ 

致チ

億オ
ク

孟
子
の
性
善
説
に
基
づ
く
人
間
の

心
と
感
情
に
関
す
る
研
究
、
お
よ

び
ソ
ン
ビ
（
士
）
の
現
代
的
な
意

味
に
関
す
る
研
究

龔キ
ョ
ウ 

穎エ
イ

福
沢
諭
吉
の
人
間
観
等
日
本
倫
理

の
思
想
史
に
関
す
る
諸
問
題
を
研

究

倫理の研究と成果の発信

研究発表する寛ボルテール専門研究員【左】と内田智士専門研究員【右】。研究発表後、トークを行
なう丸山理事長と高橋徹専門研究員【下】

倫
理
の
研
究
と
成
果
の
発
信

「倫理文化研究センター　第 3 回シンポジウム」参加者一同



15 ANNUAL REPORT15 ANNUAL REPORT

倫
理
意
識
調
査
の
実
施

　

令
和
3
年
度
は「
若
年
層
の
倫
理
意
識
」

を
テ
ー
マ
と
し
、
若
年
層
の
倫
理
意
識
の

変
化
に
つ
い
て
、
そ
の
詳
細
を
把
握
す
る

た
め
調
査
を
行
な
い
ま
し
た
。

◇
調
査
企
画
／
倫
理
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
研

究
フ
ェ
ロ
ー
海
野 
裕
（
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
プ
ラ
ン
ナ
ー
）

◇
調
査
項
目
／
〈
倫
理
33
〉へ
の
共
感
性
、今

日
的
な
倫
理
観
に
つ
い
て
の
共
感
性
、正
義

感
・
倫
理
観
・
共
生
意
識
・
社
会
貢
献
意
識
に

つ
い
て
の
自
己
評
価
、自
己
と
他
者
（
社
会
） 

に
対
す
る
自
己
認
識
、コ
ロ
ナ
禍
を
機
に
し

た
考
え
方
等

◇
調
査
対
象
／
全
国
16
歳
〜
22
歳
の
一
般
男

女
4
0
0
名（
高
校
生
と
大
学
生
そ
れ
ぞ
れ

男
女
1
0
0
名
）

各
種
研
究
会
の
開
催

　

純
粋
倫
理
の
研
究
に
関
す
る
研
究
会

（
2
回
）、
倫
理
文
化
の
専
門
的
研
究
に
関

す
る
研
究
会（
３
回
）
を
開
催
し
ま
し
た
。

研
究
成
果
の
発
信 

創
始
75
周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

倫
理
運
動
創
始
75
周
年
記
念
行
事
の
一

環
と
し
て
、「
倫
理
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー

第
３
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
、
令
和
２
年

11
月
６
日
〜
７
日
の
２
日
間
に
わ
た
り
開

催
し
ま
し
た
。
全
体
テ
ー
マ
は
「
心
と

体
」
で
、
参
加
者
12
名
。
７
名
の
研
究
発

表
と
質
疑
応
答
、
総
合
討
論
を
行
な
い
ま

し
た
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
内
容
は
、『
倫

理
文
化
研
究
叢
書
』（
№
８
）と
し
て
刊
行

し
ま
し
た
。

『
倫
理
研
究
所
紀
要
』（
年
刊
誌
）

純
粋
倫
理
の
基
礎
的
・
専
門
的
研
究
、

倫
理
文
化
に
関
す
る
専
門
的
研
究
な
ど
、

多
様
な
研
究
成
果
を
発
信
し
ま
し
た
。

通
　
巻

第
30
号

発
行
部
数

１
２
６
０
部

掲
載
論
文

執
筆
者

テ
ー
マ

佐
伯
啓
思

《
論
説
》
日
本
的
倫
理
観
に
つ

い
て
│
「
あ
り
の
ま
ま
」
と
「
お

の
ず
か
ら
」

與
那
覇 
潤
《
論
説
》
危
機
の
な
か
の
古
典

│
コ
ロ
ナ
禍
に
「
ヨ
ブ
記
」
を

読
む

丸
山
敏
秋

丸
山
敏
雄
と
鳥
居
武
二

│
師
弟
の
深
い
絆
と
交
わ
り

内
田
智
士

想
像
・
協
調
・
懲
罰

高
橋 

徹

メ
タ
ノ
イ
ア

２
０
２
５
ー
２
０
２
６

 

│
マ
ヤ
の
数
学
と
天
文
学
か
ら

見
た
脱
社
会
化
と
カ
タ
ル
シ
ス

水
野
雄
司

防
災
と
し
て
の
倫
理
観
の
考
察

│
「
寛
容
」
の
検
討
よ
り

松
本
亜
紀

《
研
究
ノ
ー
ト
》
用
語
と
し
て

の
「
無
痛
安
産
」
と
使
用
法
の

変
遷

寛ボ
ル
テ
ー
ル
《
研
究
ノ
ー
ト
》
食
の
未
来

│
料
理
・
科
学
・
技
術

平
良 

直

《
研
究
ノ
ー
ト
》
戦
後
初
期
に

お
け
る
新
宗
教
の
台
頭
と
大
衆

運
動
の
教
育
・
学
習
実
践

龔キ
ョ
ウ 

穎エ
イ

《
研
究
ノ
ー
ト
》
木
村
鷹
太
郎

『
東
洋
西
洋
倫
理
学
史
』
の
蔡

元
培
『
中
国
倫
理
学
史
』 

へ
の

影
響

李イ 

致チ

億オ
ク

《
研
究
ノ
ー
ト
》「
気
質
変
化
」

の
意
味
と
方
法
に
つ
い
て

于ウ 

振シ
ン
チ
ュ
ウ忠

《
研
究
ノ
ー
ト
》
中
国
の
古
代

思
想
と
丸
山
敏
雄
の
心

『
倫
理
』（
月
刊
誌
）

純
粋
倫
理
の
基
礎
的
・
専
門
的
研
究
、

倫
理
文
化
の
専
門
的
研
究
に
関
す
る
諸
論

考
を
掲
載
し
ま
し
た
。

通
　
巻

８
１
３
号
〜
８
２
４
号

発
行
部
数

６
万
５
４
０
０
部

『
倫
理
文
化
研
究
叢
書
』

「
倫
理
文
化
学
」
構
築
の
一
環
と
す
る

た
め
、『
倫
理
文
化
研
究
叢
書
』（
№
８
）

を
刊
行
し
ま
し
た
（
令
和
３
年
５
月
１

日
）。
書
籍
タ
イ
ト
ル
は
『
心
と
体
│
倫

理
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

2
0
2
0
』。（
関
連
記
事
27
頁
）

研
究
資
料
の
蒐
集
と
提
供

実
践
体
験
事
例
6
8
0
篇
、
研
究
論
文

4
7
7
篇
を
分
類
整
理
・
保
存
し
、
併
せ

て
教
育
・
普
及
・
出
版
の
各
部
門
の
要
望

に
応
じ
て
、情
報
提
供
を
行
な
い
ま
し
た
。

倫
理
資
料
館
の
運
営
・
管
理

純
粋
倫
理
の
基
礎
的
・
専
門
的
研
究
な

ら
び
に
倫
理
文
化
に
関
す
る
専
門
的
研
究

に
資
す
る
資
料
の
充
実
化
を
図
り
、
創
始

者
の
遺
品
蒐
集
・
保
存
に
努
め
ま
し
た
。

倫
理
・
道
徳
に
関
す
る
専
門
図
書
を
資

料
と
し
て
計
1
7
5
3
冊
登
録
し
ま
し

た
。

研
究
機
関
お
よ
び
研
究
者
と
の

交
流

「
日
本
家
庭
教
育
学
会
」「
人
体
科
学

会
」「
日
本
国
史
学
会
」
な
ど
諸
学
会
の

活
動
に
協
賛
し
、
専
門
家
と
の
交
流
を

深
め
ま
し
た
。
ま
た
、
国
際
学
術
会
議

「
O
x
f
o
r
d 

F
o
o
d 

S
y
m
p

o
s
i
u
m
」
の
研
究
論
文
集
出
版
に
対

し
て
助
成
を
行
な
い
ま
し
た
。
併
せ
て
、

道
徳
教
育
お
よ
び
家
庭
教
育
を
推
進
す
る

関
係
団
体
、
な
ら
び
に
そ
の
研
究
者
と
も

積
極
的
な
交
流
を
図
り
、
国
内
外
の
国
際

会
議
・
研
究
学
会
に
お
い
て
研
究
発
表
を

行
な
い
ま
し
た
。
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家
庭
倫
理
の
普
及

生
涯
局
は
こ
れ
ま
で
の
方
針
を
踏
ま
え
、「
根
を
広

げ
、
花
を
咲
か
せ
る
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
純
粋
倫
理

を
伝
え
、
同
士
の
輪
を
広
げ
、
各
地
域
の
健
全
な
家

庭
づ
く
り
に
貢
献
す
べ
く
、
連
帯
の
絆
を
強
固
に
す

る
諸
活
動
の
展
開
に
努
め
ま
し
た
。

　
「
お
は
よ
う
倫
理
塾
」
の
開
催
が
滞
る

一
方
、
各
会
で
の
「
子
育
て
セ
ミ
ナ
ー
」

と
都
道
府
県
毎
の
「
子
育
て
活
動
発
表

会
」
を
連
動
さ
せ
る
な
ど
、
若
手
世
代
を

中
心
に
活
動
の
充
実
を
図
り
ま
し
た
。
シ

ニ
ア
活
動
は
〈
つ
な
ぐ
・
役
立
つ
・
輝

く
〉
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
内
容
を
充
実
さ

せ
、
世
代
間
の
つ
な
が
り
を
強
く
結
ぶ
べ

く
活
動
を
展
開
し
ま
し
た
。

ま
た
、
青
年
活
動
に
お
い
て
も
各
地
域

で
社
会
に
貢
献
し
得
る
青
年
の
育
成
に
努

め
る
な
ど
、
世
代
間
の
つ
な
が
り
を
強
く

結
ぶ
べ
く
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

お
は
よ
う
倫
理
塾

　
『
万
人
幸
福
の
栞
』を
テ
キ
ス
ト
に
、純

粋
倫
理
の
学
習
を
深
め
ま
し
た
。実
践
力

を
磨
き
高
め
る
た
め
、諸
活
動
の
制
限
が

あ
る
中
で
、参
加
者
の
自
己
研
鑽
、相
互
啓

発
に
努
め
ま
し
た
。な
お
、活
動
休
止
期
間

中
は
、リ
モ
ー
ト
形
式
に
よ
る
「
お
は
よ

う
倫
理
塾
」の
開
催
を
自
主
的
に
展
開
し

ま
し
た
。

開
催
会
場

５
４
２
カ
所

参
加
者
数

73
万
４
７
８
２
名

子
育
て
セ
ミ
ナ
ー

各
家
庭
倫
理
の
会
に
お
い
て
①
妊
産

婦
②
乳
幼
児
期
の
子
を
持
つ
親
③
児
童

期
の
子
を
持
つ
親
④
思
春
期
の
子
を
持

つ
親
を
対
象
に
開
催
し
、
子
育
て
に
悩
む

若
い
父
母
層
へ
の
純
粋
倫
理
の
普
及
に
努

子育てセミナーでは純粋倫理を基本に子育ての要点をわかりやすく解説。若い母親や父親に好評を博した

家
庭
倫
理
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め
ま
し
た
。
ま
た
、
年
度
の
後
半
は
リ

モ
ー
ト
形
式
に
よ
る
開
催
な
ど
、
工
夫
を

凝
ら
し
た
セ
ミ
ナ
ー
を
展
開
し
、
活
動
の

新
た
な
形
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

開
催
回
数

１
２
０
６
回

参
加
者
数

７
８
２
６
名

子
供
倫
理
塾

「
学
び
・
遊
び
・
躾
」を
テ
ー
マ
に
、小
学

生
を
対
象
と
し
た
「
子
供
倫
理
塾
」を
開

催
し
ま
し
た
。純
粋
倫
理
に
つ
い
て
や
さ

し
く
解
説
す
る
と
と
も
に
「
5
ア
ク
ト
」

の
実
践
を
奨
励
し
て
、基
本
的
な
生
活
習

慣
を
学
び
ま
し
た
。

開
催
回
数

３
２
２
回

参
加
者
数

２
１
２
５
名

子
育
て
活
動
発
表
会

都
道
府
県
単
位
で
開
催
し
、1
年
間
の

活
動
の
成
果
を
語
り
合
い
、
感
動
を
共
有

し
ま
し
た
。

開
催
回
数

10
回

参
加
者
数

４
５
８
名

シ
ニ
ア
ス
ピ
ー
チ

　

シ
ニ
ア
世
代
が
豊
富
な
人
生
経
験
と
、

純
粋
倫
理
の
学
び
と
実
践
に
よ
り
培
っ
た

信
念
を
披
歴
し
ま
し
た
。
各
世
代
を
倫
理

で
つ
な
ぐ
こ
と
を
め
ざ
し
て
、
家
庭
倫
理

の
会
単
位
ま
た
は
県
単
位
で
開
催
を
予
定

し
ま
し
た
が
、
各
地
に
お
け
る
感
染
症
の

拡
大
防
止
策
に
と
も
な
い
、
高
齢
者
層
の

活
動
は
小
規
模
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。

開
催
回
数

2
回

参
加
者
数

３
１
７
名

純
粋
倫
理
基
礎
講
座

全
国
の
家
庭
倫
理
の
会
会
員
を
対
象

に
開
催
し
ま
し
た
。純
粋
倫
理
の
基
本
を

『
純
粋
倫
理
人
門
』（
テ
キ
ス
ト
本
）
に
基

づ
い
て
学
習
し
、
理
解
を
深
め
る
と
と

も
に
実
践
意
欲
を
高
め
ま
し
た
。

開
催
回
数

１
３
８
４
回

参
加
者
数

２
万
６
１
６
２
名

青
年
活
動

青
年
倫
理
セ
ミ
ナ
ー
ス
ペ
シ
ャ
ル

全
国
の
青
年
リ
ー
ダ
ー
の
資
質
向
上
と

連
帯
意
識
の
高
揚
を
目
的
に
「
青
年
倫
理

セ
ミ
ナ
ー
ス
ペ
シ
ャ
ル
」
を
２
度
に
わ
た

り
開
催
し
ま
し
た
。

第
一
弾
と
な
る
セ
ミ
ナ
ー
は
令
和
３
年

５
月
２
日
〜
４
日
に
か
け
て
倫
理
研
究

所
（
東
京
都
千
代
田
区
）
で
行
な
わ
れ
ま

し
た
。
身
体
を
動
か
す
実
習
や
即
興
演
劇

を
体
験
。
失
敗
を
恐
れ
ず
挑
戦
を
す
る
中

で
、
皆
が
達
成
感
や
一
体
感
を
共
有
す
る

３
日
間
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
第
二
弾
と
な
る
セ
ミ
ナ
ー
は
、

場
所
を
富
士
高
原
研
修
所
（
静
岡
県
御
殿

場
市
）
へ
と
移
し
、
第
一
弾
の
続
編
と
し

て
令
和
３
年
８
月
21
日
〜
23
日
に
か
け
て

実
施
し
ま
し
た
。

富
士
高
原
研
修
所
で
開
催
さ
れ
て
い
る

「
新
入
社
員
倫
理
セ
ミ
ナ
ー
」「
社
員
倫
理

セ
ミ
ナ
ー
」
な
ど
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
ベ
ー

ス
に
学
生
と
社
会
人
そ
れ
ぞ
れ
に
対
応
し

た
内
容
を
準
備
。
３
日
間
を
通
し
て
、
恩

の
意
識
を
深
め
、
よ
り
よ
い
人
間
関
係
を

築
き
、
自
身
の
能
力
を
引
き
出
す
よ
う
な

講
座
や
実
習
を
行
な
い
ま
し
た
。

青
年
フ
ォ
ー
ラ
ム

令
和
３
年
６
月
20
日
、「
青
年
フ
ォ
ー

ラ
ム
in
東
京
」
を
開
催
。
当
日
は
７
名
の

弁
士
が
登
壇
し
、
自
身
の
夢
や
希
望
、
決

意
を
堂
々
と
述
べ
ま
し
た
。

続
く
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
圧
巻
の

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
行
な
わ
れ
、
観
客
席

よ
り
盛
大
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。
最

後
に
実
行
委
員
長
か
ら
来
場
者
に
お
礼
を

述
べ
、
青
年
活
動
へ
の
さ
ら
な
る
応
援

や
参
加
を
呼
び
か
け
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

（
関
連
記
事
９
頁
）
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法
人
局
は
会
員
企
業
数
10
万
社
に
ふ
さ
わ
し
い
組
織

体
制
の
構
築
を
め
ざ
し
、「
地
球
倫
理
の
推
進
」「
日

本
創
生
」
を
旗
印
に
倫
理
経
営
の
堅
実
な
普
及
・
教

育
に
努
め
ま
し
た
。

令
和
３
年
度
は
、倫
理
経
営
を
基
盤
と

し
た
「
経
営
力
」を
高
め
よ
う
と
す
る
会

員
の
増
大
を
図
り
、日
本
創
生
に
寄
与
す

る
経
営
者
団
体
と
し
て
「
拡
充
」路
線
を

踏
襲
。国
内
10
万
社
実
現
に
向
け
た
堅
実

な
普
及
活
動
に
よ
る
確
実
な
成
果
を
あ
げ

る
こ
と
を
め
ざ
し
ま
し
た
。ま
た
、講
師
陣

の
能
力
向
上
に
努
め
る
こ
と
に
加
え
て
、

倫
理
経
営
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
倫
理
指

導
力
強
化
の
た
め
の
教
育
に
力
を
注
ぎ
ま

し
た
。

倫
理
経
営
講
演
会

「
経
営
力
を
磨
く
」
を
テ
ー
マ
に
、
令

和
３
年
１
月
〜
５
月
に
か
け
て
全
国
の
倫

理
法
人
会
で
開
催
し
ま
し
た
。
事
業
体
験

報
告
や
朝
礼
実
演
を
交
え
、
倫
理
経
営
の

重
要
性
や
、
職
場
に
英
気
と
活
力
を
も
た

ら
す
朝
礼
の
必
要
性
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
多

く
の
経
営
者
の
賛
同
を
得
ま
し
た
。

開
催
会
場

４
３
９
カ
所

参
加
者
数

２
万
７
３
６
５
名

経
営
者
モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー

毎
週
１
回
、
早
朝
に
全
国
の
市
・
区
単

位
の
倫
理
法
人
会
で
開
催
し
ま
し
た
。
参

加
者
は
朝
型
の
生
活
習
慣
を
体
得
す
る
と

と
も
に
、
各
界
で
活
躍
す
る
講
師
の
体
験

談
な
ど
を
聴
講
し
、
企
業
を
健
全
な
繁
栄

へ
と
導
く
倫
理
経
営
に
つ
い
て
の
学
び
を

深
め
ま
し
た
。
ま
た
、
会
員
同
士
の
交
流

や
情
報
交
換
も
盛
ん
に
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

を伝える取り組みを行なった

企
業
倫
理
の
普
及

倫
理
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開
催
回
数

３
万
３
３
４
９
回

参
加
者
数

84
万
１
７
３
７
名

職
場
朝
礼
の
推
進

　

よ
り
よ
い
社
風
づ
く
り
と
社
員
の
資

質
向
上
を
め
ざ
し
て
、活
力
溢
れ
る
職
場

朝
礼
を
推
進
し
ま
し
た
。朝
礼
用
の
テ
キ

ス
ト
で
あ
る
『
職
場
の
教
養
』を
毎
月

２
０
０
万
部
発
行
し
た
ほ
か
、朝
礼
研
修

に
力
を
注
ぎ
、朝
礼
実
施
企
業
の
増
大
を

図
り
ま
し
た
。

朝
礼
研
修
実
施
回
数

65
回

参
加
者
数

８
９
９
名

後
継
者
倫
理
塾

企
業
の
未
来
を
担
う
後
継
者
の
育
成
を

目
的
に
開
催
し
ま
し
た
。
純
粋
倫
理
の
学

習
と
実
践
を
通
し
て
、
よ
り
よ
い
生
活
習

慣
と
豊
か
な
人
間
性
、
真
の
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
備
え
た
将
来
の
経
営
者
の
養
成

に
力
を
注
ぎ
ま
し
た
。（
1
都
1
府
10
県
）

開
催
地

茨
城
県
・
新
潟
県
・
長
野
県
・
埼

玉
県
・
東
京
都
・
神
奈
川
県
・
石

川
県
・
愛
知
県
・
大
阪
府
・
福
岡
県
・

熊
本
県
・
沖
縄
県

修
了
者
数
１
２
７
名

経
営
者
の
集
い

業
態
に
よ
り
「
経
営
者
モ
ー
ニ
ン
グ
セ

ミ
ナ
ー
」
に
参
加
で
き
な
い
会
員
や
、
新

規
入
会
者
、
入
会
を
希
望
す
る
経
営
者
を

対
象
に
、
純
粋
倫
理
の
学
び
を
深
め
る
勉

強
会
を
各
倫
理
法
人
会
で
開
催
し
ま
し

た
。

開
催
回
数

１
３
３
０
回

参
加
者
数

１
万
９
３
７
４
名

講
師
・
幹
部
の
養
成

純
粋
倫
理
の
深
い
理
解
と
実
践
力
の
強

化
・
向
上
の
た
め
に
、
役
職
者
お
よ
び
そ

の
候
補
者
を
対
象
に
、
継
続
し
て
「
倫
理

経
営
基
礎
講
座
」
を
各
会
で
実
施
し
ま
し

た
。
ま
た
、「
経
営
者
の
集
い
」「
倫
理
経

営
講
演
会
」
に
お
け
る
事
業
体
験
報
告
者

の
話
力
向
上
の
た
め
「
倫
理
経
営
講
演

会
」
に
登
壇
す
る
法
人
レ
ク
チ
ャ
ラ
ー
と

新
た
に
就
任
し
た
法
人
レ
ク
チ
ャ
ラ
ー

を
対
象
と
し
た
研
修
を
開
催
。
さ
ら
に
、

「
倫
理
経
営
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
研
修
」

を
富
士
高
原
研
修
所
で
開
催
す
る
な
ど
講

師
陣
の
指
導
力
向
上
に
努
め
ま
し
た
。

倫
理
経
営
講
演
会
事
業
体
験
報
告
者
研
修
&

新
任
法
人
レ
ク
チ
ャ
ラ
ー
研
修

開
催
回
数

２
回

参
加
者
数

１
１
１
名

倫
理
経
営
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
研
修

開
催
回
数

１
回

参
加
者
数

68
名

「
倫
理
１
７
０
０
０
」

真
に
地
域
社
会
へ
貢
献
し
、
倫
理
経
営

を
顕
著
に
推
進
し
て
い
る
企
業
を
認
定
す

る
ラ
イ
セ
ン
ス
制
度
と
し
て
平
成
16
年
か

ら
ス
タ
ー
ト
。令
和
3
年
度
は
新
た
に
8

社
を
認
定
し
、38
社
の
更
新
審
査
を
実
施
、

認
定
証
を
授
与
し
ま
し
た
。

認
定
企
業
数

２
５
４
社
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台
湾中

華
民
国
倫
理
研
究
学
会
へ
の
定
期
的

な
講
師
派
遣
お
よ
び
「
倫
理
文
化
講
演

会
」
は
感
染
症
拡
大
の
影
響
に
よ
り
中
止

し
ま
し
た
。
ア
ジ
ア
台
湾
企
業
倫
理
促
進

会
で
は
、
３
月
〜
５
月
に
「
第
二
期
倫
理

経
営
模
範
企
業
研
修
」
を
リ
モ
ー
ト
に
て

実
施
。
台
湾
に
お
け
る
倫
理
経
営
模
範
企

業
の
増
強
を
図
り
ま
し
た
。

ア
メ
リ
カ

　

南
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
倫
理
の
会
は
、
組

織
運
営
と
普
及
力
の
向
上
を
め
ざ
し
、
若

年
層
へ
の
普
及
を
促
進
し
ま
し
た
。
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
州
倫
理
法
人
会
は
、
人
材
の

育
成
お
よ
び
組
織
の
拡
充
を
図
り
、
新
た

な
拠
点
開
発
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
特
に

オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用
し
て
講
話
映
像
を
毎

月
発
信
。
ま
た
邦
字
新
聞
『
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
B
i
z
!
』に
倫
理
経
営
に
関
す
る
記

事
を
毎
週
掲
載
す
る
な
ど
、全
米
の
日
系

人
に
向
け
て
倫
理
経
営
を
伝
え
ま
し
た
。

ブ
ラ
ジ
ル

ブ
ラ
ジ
ル
倫
理
の
会
は
、
組
織
運
営
と

普
及
力
の
向
上
を
目
指
し
、
地
球
倫
理
に

関
す
る
実
践
活
動
を
検
討
し
ま
し
た
。
ま

た
、「
ブ
ラ
ジ
ル
倫
理
の
会
設
立
20
周
年

記
念
式
典
」
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
。
二

拠
点
目
と
な
る
「
カ
ン
ピ
ー
ナ
ス
倫
理
法

人
会
」
の
設
立
に
伴
い
組
織
を
改
変
し
た

「
サ
ン
パ
ウ
ロ
州
倫
理
法
人
会
」
は
、
人

材
の
発
掘
・
育
成
お
よ
び
拡
充
を
図
り
ま

し
た
。

中
国

「
倫
理
研
究
所
中
国
事
務
所
」
を
拠
点

に
、
既
に
交
流
の
あ
る
諸
団
体
と
の
関
係

を
強
化
。
諸
機
関
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
な
が

ら
、
中
国
に
於
け
る
普
及
活
動
や
人
的
お

よ
び
学
術
交
流
を
推
進
し
ま
し
た
。
ま
た

「
地
球
倫
理
の
森
」
創
成
事
業
は
疫
禍
に

よ
り
、
第
73
・
74
･
75
次
沙
漠
緑
化
隊

の
派
遣
を
中
止
し
ま
し
た
。

「
ア
ジ
ア
（
世
界
）
の
タ
グ
ボ
ー
ト
」
を
念
頭
に
、
国
情
に
応
じ
た
倫

理
普
及
、
お
よ
び
地
球
倫
理
の
実
践
活
動
を
推
進
し
、
海
外
倫
理
法

人
会
の
拡
充
を
図
り
ま
し
た
。

海
外
の
普
及

台湾では「模範企業研修」を初めてリモートで開催
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台湾・アメリカ・ブラジルの現地倫理法人会が主催する活動に、オンラインで研修・講話を発信

現地語の字幕をつけた講話映像

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
渡
航
制
限
下
に

あ
っ
て
も
、
随
時
海
外
の
拠
点
と
緊
密

な
連
携
を
取
り
、
純
粋
倫
理
の
学
習
機

会
を
提
供
。
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
を
活
用
し
講
話

を
行
な
う
な
ど
、
人
が
よ
り
良
く
生
き

る
た
め
の
万
国
共
通
の
す
じ
み
ち
で
あ

る
純
粋
倫
理
を
ダ
イ
レ
ク
ト
に
伝
え
て

い
ま
す
。

「
オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用
し
て

日
本
か
ら
講
話
」

ア
メ
リ
カ
・
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
倫
理
法
人
会
と
オ
レ
ン
ジ

カ
ウ
ン
テ
ィ
倫
理
法
人
会
で
は
、
オ
ン
ラ

イ
ン
形
式
で
「
経
営
者
モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ

ナ
ー
」
や
、
役
職
者
研
修
な
ど
を
行
な
い

ま
し
た
。

地
球
倫
理
推
進
本
部
で
は
オ
ン
ラ
イ
ン

を
活
用
し
て
役
職
者
研
修
に
２
回
、
経
営

ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
に
７
回
、
経
営
者
モ
ー

ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
に
24
回
、
研
究
員
や
日

本
国
内
の
役
職
者
に
よ
る
講
話
や
事
前
収

録
し
た
講
話
映
像
を
発
信
し
ま
し
た
。

　

ブ
ラ
ジ
ル
・
サ
ン
パ
ウ
ロ
州
倫
理
法
人

会
に
向
け
て
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用
し

て
経
営
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
に
９
回
、
講
話

映
像
を
発
信
し
ま
し
た
。

疫
禍
を
チ
ャ
ン
ス
に-

新
し
い
取
り
組
み

ブラジル・サンパウロ州倫理法人会のオンライン研修
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倫
理
を
学
ぶ
多
彩
な
セ
ミ
ナ
ー

富
士
山
麓
の
自
然
豊
か
な
富
士
高
原
研

修
所
に
お
い
て
、
家
庭
倫
理
の
会
の
会
員

を
対
象
と
し
た
「
生
活
倫
理
セ
ミ
ナ
ー
」、

倫
理
法
人
会
の
会
員
企
業
の
経
営
者
や

社
員
を
対
象
と
し
た
「
企
業
倫
理
セ
ミ

ナ
ー
」、
小
学
生
と
保
護
者
を
対
象
と
し

た
「
小
学
生
親
子
セ
ミ
ナ
ー
」
な
ど
、
各

種
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。
令
和
３

年
度
は
、
２
４
０
４
名
の
受
講
者
が
純
粋

倫
理
の
学
び
を
深
め
、
実
践
力
の
向
上
を

図
り
ま
し
た
。

青
少
年
育
成
セ
ミ
ナ
ー

小
学
生
親
子
セ
ミ
ナ
ー

小
学
生
は
「
学
び
・
遊
び
・
躾
」、
保

護
者
は
「
こ
ど
も
を
信
じ
る
」
を
テ
ー
マ

に
学
習
し
ま
し
た
。

　

林
業
体
験
（
木
こ
り
体
験
）
を
は
じ

め
、チ
ー
ム
ワ
ー
ク
学
習
、キ
ャ
ン
プ
フ
ァ

イ
ヤ
ー
な
ど
、豊
か
な
自
然
環
境
の
中
で

伸
び
伸
び
と
過
ご
し
な
が
ら
自
立
心
や

協
調
性
を
養
う
実
習
を
行
な
い
ま
し
た
。

（
令
和
３
年
８
月
開
催
）

参
加
者
数
（
６
組
）
１
４
０
名

中
学
生
・
高
校
生
セ
ミ
ナ
ー

中
学
生
と
高
校
生
を
対
象
に
、
富
士
宝

永
登
山
や
即
興
芝
居
の
チ
ー
ム
創
作
発
表

会
な
ど
を
通
し
て
、
あ
き
ら
め
ず
に
挑
戦

す
る
こ
と
や
自
分
の
意
思
を
は
っ
き
り
相

手
に
伝
え
る
こ
と
、
ど
ん
な
人
と
も
協
力

し
合
う
心
の
大
切
さ
な
ど
を
体
験
的
に
学

習
し
ま
し
た
。（
令
和
３
年
７
月
開
催
）

参
加
者
数

39
名
（
中
学
生
27
・
高
校
生
12
）

「小学生親子セミナー」では、富士の大自然を肌で感じる実習を通して、伸び伸びと倫理を学んでいく
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会
員
対
象
セ
ミ
ナ
ー

生
活
倫
理
相
談
士
セ
ミ
ナ
ー

現
状
の
問
題
点
と
今
後
の
課
題
を
確
認

し
、
倫
理
を
正
し
く
学
び
、
楽
し
く
伝
え

る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

参
加
者
数
（
10
組
）
４
６
９
名

生
活
倫
理
セ
ミ
ナ
ー

「
心
と
体
の
免
疫
力
を
高
め
よ
う
」
を

テ
ー
マ
に
掲
げ
、
課
題
に
向
き
合
う
講

座
を
は
じ
め
、「
ま
ご
こ
ろ
実
践
５
」
や

「
短
歌
で
交
流
」
な
ど
こ
れ
ま
で
以
上
の

彩
色
を
施
し
た
講
座
・
実
習
を
展
開
し
ま

し
た
。

参
加
者
数
（
7
組
）
３
４
７
名

特
別
セ
ミ
ナ
ー

創
立
70
周
年
お
よ
び
創
始
者
生
誕

１
２
０
年
を
記
念
し
て
制
作
し
た
映
像
全

８
章
の
鑑
賞
と
解
説
を
メ
イ
ン
に
、
倫
理

運
動
の
草
創
期
と
そ
の
時
代
背
景
を
史
実

に
基
づ
き
学
習
し
ま
し
た
。

参
加
者
数
（
2
組
）
１
４
７
名

企
業
倫
理
セ
ミ
ナ
ー

経
営
者
倫
理
セ
ミ
ナ
ー

「
ま
ご
こ
ろ
実
践
17
」の
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ

ク
を
基
軸
に
切
磋
琢
磨
し
あ
う
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
形
成
と
、
大
変
動
の
時
代
に
真
向

か
う
た
め
の
「
生
き
抜
く
力
」
の
醸
成
を

図
り
な
が
ら
、
倫
理
経
営
の
実
践
力
向
上

を
め
ざ
し
て
講
座
・
実
習
を
展
開
。
倫
理

経
営
に
よ
る
社
会
貢
献
意
識
を
涵
養
し
ま

し
た
。

参
加
者
数
（
11
組
）
６
０
０
名

社
員
倫
理
セ
ミ
ナ
ー

幹
部
社
員
・
一
般
社
員
を
対
象
に
、
自

社
に
お
け
る
「
活
力
朝
礼
」
の
積
極
的
な

活
用
法
や
、
日
常
業
務
の
改
善
・
向
上
の

原
動
力
と
な
る
恩
意
識
の
深
化
を
主
軸
に

講
座
と
実
習
を
展
開
し
ま
し
た
。

参
加
者
数
（
６
組
）
87
名

新
入
社
員
倫
理
セ
ミ
ナ
ー

社
会
人
と
し
て
第
一
歩
を
踏
み
出
す
た

め
に
、
参
加
者
は
挨
拶
や
後
始
末
な
ど
の

日
常
生
活
で
の
基
本
動
作
を
体
得
し
ま
し

た
。
ま
た
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
向
上
を
体
感

す
る
講
義
・
実
習
な
ど
を
通
し
て
、
参
加

者
の
活
力
を
引
き
出
す
と
と
も
に
学
生
気

分
の
一
掃
を
図
り
ま
し
た
。

参
加
者
数
（
４
組
）
96
名

自
主
企
画
セ
ミ
ナ
ー

県
単
位
の
倫
理
法
人
会
役
職
者
、
１
社

単
独
、
海
外
の
経
営
者
な
ど
、
多
方
面
の

団
体
が
単
独
で
企
画
・
実
施
で
き
る
セ
ミ

ナ
ー
を
７
組
開
催
し
ま
し
た
。

い
ず
れ
も
事
前
に
綿
密
な
打
ち
合
わ
せ

を
行
な
い
、
目
的
に
応
じ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
ま
し
た
。

参
加
者
数
（
7
組
）
１
６
８
名

愛
和
の
み
そ
ぎ

富
士
高
原
研
修
所
開
設
以
来
、
初
と
な

る
セ
ミ
ナ
ー
「
愛
和
の
み
そ
ぎ
」
を
開
催
。

　

参
加
者
は
チ
ャ
レ
ン
ジ
コ
ー
ス
を
受
講

し
た
方
に
限
定
。

　

自
然
を
受
容
し
感
謝
の
心
で「
人
・
物
・

自
然
に
接
す
る
意
識
」
を
見
つ
め
直
し
ま

し
た
。
さ
ら
に
は
利
他
の
心
を
涵
養
す
る

こ
と
に
焦
点
を
当
て
た「
み
そ
ぎ
」
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
ま
し
た
。

参
加
者
数
（
2
組
）
37
名
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文
化
活
動
は
、
書
道
・
短
歌
に
よ
っ
て

家
族
を
つ
な
ぐ
芸
術
活
動
を
展
開
。
ま

た
「
第
16
回
し
き
な
み
子
供
短
歌
コ
ン

ク
ー
ル
表
彰
式
」
を
、
し
き
な
み
子
供
短

歌
賞
・
文
部
科
学
大
臣
賞
の
表
彰
の
み
に

絞
り
、
受
賞
者
３
名
と
そ
の
家
族
を
含
む

33
名
で
、
規
模
を
縮
小
し
て
開
催
し
ま
し

た
。（
関
連
記
事
10
頁
）

伝
統
文
化
の
継
承
だ
け
で
な
く
、
子
供

た
ち
の
国
語
力
・
感
受
性
の
向
上
に
も
貢

献
す
る
事
業
と
し
て
、
毎
年
文
部
科
学
省

は
じ
め
教
育
関
係
者
か
ら
も
高
く
評
価
さ

れ
て
い
ま
す
。

秋
津
書
道
会

書
道
鍛
錬
に
よ
り
純
粋
倫
理
の
学
び
を

深
め
、
生
活
の
浄
化
と
倫
理
普
及
に
取
り

組
み
ま
し
た
。

ま
た
、世
代
を
つ
な
ぎ
家
族
の
絆
を
深

め
る
「
家
族
書
道
教
室
」
の
開
催
と
、「
初

め
て
の
書
道
教
室
」
な
ど
を
開
催
し
て
、

会
員
に
限
ら
ず
広
く
参
加
者
を
募
り
活
動

の
輪
を
拡
げ
ま
し
た
。

会
員
数

４
０
０
２
名

会
場
数

２
５
２
支
苑

月
刊
誌
『
秋
津
書
道
』

年
間
出
品
者
総
数

２
万
９
６
９
７
名

し
き
な
み
短
歌
会

短
歌
づ
く
り
を
通
し
て
純
粋
倫
理
の
学

び
を
深
め
、
生
活
の
浄
化
と
個
性
の
発
揚

を
め
ざ
す
と
と
も
に
、
倫
理
普
及
に
取
り

組
み
ま
し
た
。
世
代
を
つ
な
ぎ
家
族
の
絆

を
深
め
る
「
家
族
短
歌
教
室
」
の
開
催

と
、
地
域
の
小
中
学
校
に
お
け
る
「
短
歌

教
室
」
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
公
共
施
設
で

開
催
す
る
「
初
め
て
の
短
歌
教
室
」
な
ど

を
通
し
て
、
地
域
の
教
育
力
向
上
に
貢
献

し
ま
し
た
。

会
員
数

５
６
７
０
名

会
場
数

３
３
７
支
苑

月
刊
誌
『
し
き
な
み
』

年
間
出
詠
者
総
数

６
万
２
９
０
１
名

書
道
や
短
歌
な
ど
の
文
化
活
動

書
道
や
短
歌
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出
版
物
の
刊
行

定
期
刊
行
物

月
刊
誌

『
新
世
』

生
涯
学
習
総
合
誌
と
し
て
、
夫
婦
、
親

子
、
嫁
姑
、
職
場
の
人
間
関
係
を
円
滑
に

し
、
よ
り
良
く
生
き
る
ヒ
ン
ト
と
な
る
記

事
を
掲
載
。
各
世
代
の
読
者
層
に
純
粋
倫

理
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

人
生
の
指
針
と
な
る
丸
山
理
事
長
の
巻

頭
論
文
「
新
世
言
」、
子
女
名
優
の
視
点

に
よ
る
「
わ
く
わ
く
子
育
て
親
育
ち
」、

次
世
代
に
残
し
た
い
全
国
各
地
の
伝
統
や

文
化
を
カ
ラ
ー
で
紹
介
す
る
「
美
し
き
あ

き
つ
し
ま
」
な
ど
の
レ
ギ
ュ
ラ
ー
記
事
の

ほ
か
、
毎
号
の
「
特
集
」
で
は
、
社
会
の

時
流
に
添
っ
た
テ
ー
マ
を
取
り
上
げ
ま
し

た
。「
実
践
の
軌
跡
」
で
は
、
主
に
子
育

て
、
疾
病
、
夫
婦
関
係
、
職
場
の
人
間
関

係
、
事
業
経
営
に
関
す
る
手
記
を
掲
載

し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
解
説
を
加
え
ま
し
た
。

通
　
巻

８
７
６
号
〜
８
８
７
号

発
行
部
数

１
３
３
万
１
１
０
０
部

『
倫
理
』

純
粋
倫
理
の
基
礎
的
・
専
門
的
研
究
、

倫
理
文
化
の
専
門
的
研
究
に
関
す
る
諸
論

考
を
掲
載
し
ま
し
た
。（
関
連
記
事
12
頁
）

通
　
巻

８
１
３
号
〜
８
２
４
号

発
行
部
数

6
万
５
４
０
０
部

『
倫
理
研
究
所
紀
要
』（
年
刊
誌
）

純
粋
倫
理
の
基
礎
的
・
専
門
的
研
究
、

倫
理
文
化
に
関
す
る
専
門
的
研
究
な
ど
、

多
様
な
研
究
成
果
を
発
信
し
ま
し
た
。

（
関
連
記
事
15
頁
）

通
　
巻

第
30
号

発
行
部
数

１
２
６
０
部

『
職
場
の
教
養
』

多
岐
に
わ
た
る
話
題
・
事
例
を
題
材
と

し
て
、
職
場
人
と
し
て
の
行
動
指
針
を
提

供
し
ま
し
た
。
朝
礼
で
の
活
用
を
通
じ
て

自
己
を
見
つ
め
直
し
、
職
場
や
家
庭
で
実

行
で
き
る
よ
う
、
分
か
り
や
す
い
文
章
表

現
に
留
意
し
ま
し
た
。

通
　
巻

５
３
７
号
〜
５
４
８
号

発
行
部
数

２
２
１
８
万
部

『
秋
津
書
道
』

丸
山
敏
雄
の
書
を
学
ぶ
会
員
の
相
互
研

磨
の
場
と
し
て
、
初
心
者
か
ら
上
級
者
ま

で
各
々
の
書
境
向
上
に
資
す
る
内
容
の
提

供
に
努
め
ま
し
た
。

通
　
巻

８
１
２
号
〜
８
２
３
号

発
行
部
数

６
万
３
４
０
０
部

倫
理
運
動
の
普
及
推
進
に
資
す
る
出
版
物
の
刊
行
を

各
部
門
と
連
携
し
て
行
な
い
ま
し
た
。
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『
し
き
な
み
』

短
歌
を
通
し
て
純
粋
倫
理
の
体
得
を

目
指
す
会
員
の
毎
月
の
作
品
発
表
の
場

と
し
て
、
出
詠
者
数
日
本
一
の
短
歌
誌
の

名
に
恥
じ
ぬ
よ
う
、
内
容
の
充
実
に
努
め

ま
し
た
。

通
　
巻

８
９
４
号
〜
９
０
５
号

発
行
部
数

８
万
３
１
０
０
部

隔
月
刊
誌

『
倫
理
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
』

倫
理
法
人
会
の
情
報
誌
と
し
て
、
倫
理

経
営
の
要
点
や
法
人
局

研
究
員
に
よ
る
連
載
を

掲
載
し
、
会
員
各
位
が

事
業
経
営
お
よ
び
倫
理

法
人
会
活
動
に
お
い
て

高
い
意
識
を
維
持
で
き

る
よ
う
、
活
力
あ
る
誌

面
構
成
に
努
め
ま
し
た
。

通
　
巻

１
４
６
号
〜
１
５
１
号

発
行
部
数

55
万
４
０
０
０
部

月
刊
紙

『
倫
研
新
報
』

倫
理
研
究
所
の
主
要
事
業
・
行
事
お
よ

び
、
全
国
の
家
庭
倫
理
の
会
、
倫
理
法
人

会
、
海
外
活
動
な
ど
の
報
告
記
事
を
掲

載
。
主
な
記
事
と
し
て
は
、「
子
育
て
セ

ミ
ナ
ー
」
を
は
じ
め
家
庭
倫
理
の
会
設

立
、
シ
ニ
ア
発
表
会
、
青
年
活
動
な
ど
各

地
の
家
庭
倫
理
の
会
の
諸
活
動
や
、「
倫

理
経
営
講
演
会
」
を
は
じ
め
、
法
人
会

の
設
立
・
開
設
式
典
、
周
年
記
念
行
事
、

年
度
目
標
達
成
に
向
け
た
取
り
組
み
な

ど
、
各
地
で
行
な
わ
れ
た
倫
理
法
人
会
の

諸
活
動
を
紹
介
。
対
外
活
動
と
し
て
は
、

「
第
16
回
し
き
な
み
子
供
短
歌
コ
ン
ク
ー

ル
表
彰
式
」「
第
24
回
地
球
倫
理
推
進
賞

贈
呈
式
」「
東
日
本
大
震
災
メ
モ
リ
ア
ル

２
０
２
１
」
な
ど
を
紹
介
し
ま
し
た
。  

通
　
巻

７
５
９
号
〜
７
７
０
号

発
行
部
数

１
４
１
万
８
５
０
０
部

書
籍

『
み
ち
し
る
べ
』
丸
山
敏
秋
著

近
年
の
『
新
世
』
の
巻
頭
論
文
「
新
世

言
」
の
書
籍
化
。「
純
粋
倫
理
」
に
基
づ

く
人
生
の
指
針
を
示
し
た
１
冊
に
な
っ

て
お
り
、
自
己
を
磨
き
高
め
る
た
め
の
実

践
の
ヒ
ン
ト
や
、
老
年
時
代
の
生
き
方
を

テ
ー
マ
に
、
全
29
話
を
収
録
。

『
夫
と
妻
は
合
わ
せ
鏡

―
夫
婦
の
様
々
な
悩
み
に
答
え
る
』

倫
理
研
究
所
編

　
「
倫
理
Ｑ
＆
Ａ
シ
リ
ー
ズ
」
の
第
二
弾

と
し
て
夫
婦
の
悩
み
、
同
居
家
族
の
問
題

に
関
す
る
相
談（
計
25
本
）に
つ
い
て
、純

粋
倫
理
の
観
点
か
ら
回
答
し
て
い
ま
す
。

『
経
営
力
を
磨
くー

未
知
へ
の
旅
Ⅲ
』

丸
山
敏
秋
著

　

経
営
者
が
激
動
の
時
代
を
生
き
抜
く

た
め
の
ヒ
ン
ト
と
し
て
、
様
々
な
観
点
か

ら
日
本
の
精
神
性
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。



27 ANNUAL REPORT27 ANNUAL REPORT

『
心
と
体  

倫
理
文
化
研
究
叢
書
８
』

倫
理
研
究
所
編

倫
理
運
動
創
始
75
周
年
記
念
行
事
と

し
て
、
令
和
２
年
11
月
に
開
催
さ
れ
た

「
倫
理
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
第
３
回
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
」
を
記
録
集
と
し
て
ま
と
め
、

７
名
の
研
究
者
に
よ
る
研
究
発
表
と
ゲ

ス
ト
を
交
え
て
の
討
論
を
掲
載
し
て
い

ま
す
。（
関
連
記
事
13
頁
）

手
帳
・
カ
レ
ン
ダ
ー

「
実
践
手
帳
２
０
２
２
」

「
グ
リ
ー
ン
」
と
「
ピ
ン
ク
」（
表
紙

デ
ザ
イ
ン
は
変
更
）
を
発
売
。
週
間
予

定
の
上
部
に
は
、
既
刊
書
籍
か
ら
選
出

し
た
倫
理
の
言
葉
を
掲
載
し
ま
し
た
。

販
売
部
数

８
６
３
６
部

「
２
０
２
１
標
語
カ
レ
ン
ダ
ー

今
日
の
道
し
る
べ
」

31
日
分
の
標
語
と
３
行
の
ワ
ン
ポ
イ

ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス
に
よ
っ
て
、
純
粋
倫
理

の
学
び
と
日
々
の
実
践
を
明
確
に
表
わ

し
ま
し
た
。

販
売
部
数

13
万
４
５
５
９
部
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組織概要
名　称　　一般社団法人倫理研究所
英文名称　RINRI Institute of Ethics
理事長　　丸山敏秋
副理事長　前川朋廣
常任理事　鈴江 章／和田 毅
理　事　　８名
監　事　　２名
職　員　　157名　
所在地　　〒102-8561
　　　　　東京都千代田区紀尾井町4-5
　　　　　TEL 03-3264-2251　FAX 03-3239-7431
創　立　　1945 年 9月3日（倫理運動創始の日）
　　　　　1948 年10月30日に社団法人設立許可
　　　　　2013 年 9月2日に一般社団法人へ移行
目　的　　倫理の研究並びに実践普及により、生活の
　　　　　改善、道義の昂揚、文化の発展を図り、
　　　　　もって民族の繁栄と人類の平和に資する。
事　業　　1.社会教育事業
　　　　　2.研究事業
　　　　　3. 出版・広報事業
　　　　　4.文化事業
　　　　　5. 地球倫理推進事業
ホームページ  https://www.rinri-jpn.or.jp

組
織
概
要

会員の構成
会員は倫理研究所の趣旨に賛同し、
倫理運動に参加する意志のある個人と法
人によって構成されています。個人会員
の組織を「家庭倫理の会」、法人会員の
組織を「倫理法人会」と称します。ほか
に文化芸術活動を行なう「秋津書道会」
「しきなみ短歌会」があります。

会員数（公称 /2021年 8月末現在）

家庭倫理の会 130,000 名
倫理法人会 68,000 社
秋津書道会 4,000 名
しきなみ短歌会 5,700 名

会費（月額）

個人 500 円
賛助 1,000 円
協賛 3,000 円
特別賛助 10,000 円
法人 10,000 円（１口）

秋津 会員  1,500 円
　〃　　（ジュニア会員） 800 円
しきなみ 会員 1,000 円
　〃　　（ジュニア会員） 500 円

創始者・丸山敏雄
1892（明治 25）年５月５日、福岡県豊前市生まれ。広島高等師範学校を卒業し、師範学校など
の教諭として奉職。37 歳で広島文理科大学に入学。日本の精神文化、歴史を探究するとともに、書
道や短歌など芸術分野でも研鑽を積む。1938（昭和13）年に「秋津書道院」、1946（昭和 21）年
に「しきなみ短歌会」を創設。さらに、長年にわたる宗教や道徳などの研究を土台に、自らの実践、
体験を積み上げながら、「人間生活のすじみち」を研究し続け、それを純粋倫理と名づけた。その後、
数多くの論文を発表しながら純粋倫理を体系づける
ことに力を注ぐ。
1945（昭和 20）年に倫理運動を興し、翌年、「新
世文化研究所」（現・倫理研究所）を創立。自ら陣
頭に立ち、一人でも多くの人に純粋倫理を伝えるべく、
教育や講演、研究、執筆に身命を賭す。『万人幸福
の栞』『無痛安産の書』『人類の朝光』など著書多数
（すべて新世書房刊）。
1951（昭和 26）年12月14日逝去。
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福井県
4

京都府
8

大阪府
27

岡山県
8

広島県
12

兵庫県
10

島根県
6

山口県
12

福岡県
35

長崎県
7

佐賀県
6

熊本県
24

13

沖縄県
13

大分県
14

岐阜県
11

滋賀県
9

鳥取県
4

石川県
11

愛知県
29

和歌山県
3

香川県
10

愛媛県
18

宮崎県
10

三重県
7

奈良県
3

徳島県
8

高知県
4

北海道
17

秋田県
11山形県

16

富山県
6

新潟県
27 青森県

8

岩手県
13

宮城県
20

栃木県
19

30

群馬県
16

埼玉県
38

千葉県
42

東京都
45

長野県
17

神奈川県
23

山梨県
10

静岡県
22

福島県
13

鹿児島県

茨城県

福井県
開設
準備中

京都府
3

大阪府
4

岡山県
1

広島県
2

兵庫県
12

山口県
2

福岡県
12

長崎県
1

佐賀県
2

熊本県
9

鹿児島県
10

沖縄県
9

大分県
7

岐阜県
5

滋賀県
1

鳥取県
1

石川県
1

愛知県
4

和歌山県香川県
1

愛媛県
1

宮崎県
4

三重県
1

奈良県
1

徳島県
1

高知県
1

北海道
1

秋田県
1山形県

1

富山県
開設
準備中

新潟県
3 青森県

岩手県
1

宮城県
1

茨城県
8

群馬県
3

埼玉県
14

千葉県
17

東京都
21

長野県
4

神奈川県
8

山梨県
1

静岡県
5

福島県
1

ブラジル

ブラジル

米国 中国 台湾

海外の拠点

台湾米国

海外の拠点

開設
準備中

開設
準備中

栃木県
1

島根県
1

都道府県別拠点数（2021年8月末現在）
日本全国に188の家庭倫理の会があります。

都道府県別拠点数（2021年8月末現在）
日本全国に719の倫理法人会があります。
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主要施設
倫理研究所（本部）
倫理運動推進の本部として、研究・普及・教育・企画・出版・広報
などの各種業務を行なっています。
〒102-8561　東京都千代田区紀尾井町4-5

紀尾井清堂
倫理運動創始 75周年を記念して令和 2 年に建設。本部の真向
かいに位置し、展示室やホールを備えています。
〒102-0094　東京都千代田区紀尾井町 3-1

倫理資料館
創始者の遺品・遺墨、倫理・道徳に関する専門図書のほか、倫
理運動史料や記録などの蒐集・保存整理を行なっています。
〒180-0022　東京都武蔵野市境 5-6-25

天和会館
倫理運動の創始者・丸山敏雄の生家（2006 年復元）に隣接した
会館。主に倫理研究所の研修施設として活用されています。
〒828-0081　福岡県豊前市大字天和 392-1

富士高原研修所
純粋倫理の理論的・実践的学習の場として、小学生から成人を対象
にした各種セミナーを行なっています。施設として、富士高原研修所・
富士倫理学苑・富士万葉植物園・丸山敏雄記念館があります。
〒412-0008　静岡県御殿場市印野1383-9
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沿 革

岐阜倫理会館
〒501-0234 岐阜県瑞穂市牛牧1496-1

大阪倫理会館
〒534-0025 大阪市都島区片町1-7-20

加古川倫理会館
〒675-0055 加古川市東神吉町西井ノ口 642-1

広島倫理会館
〒733-0012 広島市西区中広町 3-24-16

大牟田倫理会館
〒836-0006 大牟田市大黒町1-29-1

京都倫理会館
〒605-0907 京都市東山区川端五条下ル西橘町470

神戸倫理会館
〒658-0084 神戸市東灘区甲南町4-14-16

龍野倫理会館
〒679-4167 たつの市龍野町富永 410-1

北九州倫理会館
〒802-0077 北九州市小倉北区馬借 2-7-28

鹿児島倫理会館
〒890-0064 鹿児島市鴨池新町 21-2

倫理会館

1945 年
1946 年

1947 年

1948 年
1949 年
1951 年

1952 年
1953 年
1958 年

1966 年
1967 年
1968 年
1973 年
1980 年
1984 年
1985 年

1986 年
1987 年
1989 年
1990 年
1991 年
1995 年

1996 年
1997 年

1998 年

丸山敏雄、論文「夫婦道」起稿。倫理運動を創始。
新世文化研究所設立（初代所長、丸山敏雄）。
短歌誌『しきなみ』創刊。
新世会設立。翌年、社団法人の許可を受ける。
月刊誌『文化と家庭』創刊（1949 年『新世』へ
改題）。
「新世会」が社団法人の許可を受ける。
「朝の集い」開始（上野、神田、銀座、市川）。
新世会を倫理研究所と改称。丸山敏雄逝去。
丸山竹秋、理事長に就任。
月刊誌『倫理』創刊。
月刊誌『秋津書道』創刊。
『10 分間の教養集』創刊（1976 年創刊の『職場
の教養』の前身）。
富士高原研修所竣工。
中日支所設立、支所体制がスタート。
初の「全国青年弁論大会」開催。
アメリカ・ロサンゼルスに拠点開設。
千葉県に第1号の倫理法人会発足。
「天和会館」（丸山敏雄生誕地記念館）落成。
丸山竹秋が「地球倫理の推進」を提唱（創立40
周年記念大会にて）。
中華民国（台湾台中市）に拠点開設。
第1回日中実践倫理学討論会開催。
丸山竹秋、藍綬褒章受章、社会教育功労者表彰。
倫理法人会1万社達成記念大会開催。
年刊誌『倫理研究所紀要』創刊。
丸山竹秋が地球倫理推進の運動方針「アジアのタ
グボート」を発表（創立 50周年記念大会にて）。
丸山敏秋、理事長に就任。
「第 1回地球倫理フォーラム」（「まなびピア新潟」
協賛）開催。
第1回地球倫理推進賞贈呈式開催。倫理資料館
竣工。

創立 55周年記念中国クブチ沙漠「地球倫理の森」
創成事業スタート。丸山竹秋逝去。
ブラジル・サンパウロに拠点開設。
新富士高原研修所グランドオープン。
第1回こども倫理塾大会を開催。
個人会員組織を「支所」から「家庭倫理の会」に
改称。「朝の集い」を「おはよう倫理塾」に改称。
第1回しきなみ子供短歌コンクール表彰式開催。
創始者生家（復元）竣工。
倫理法人会５万社達成記念大会開催。
「地球倫理の森」創成10 周年記念大会開催。丸
山竹秋没後10 年記念大会」を開催。
日中実践倫理学討論会 2010 開催。
富士教育センターオープン45周年記念式典開催。
グランドデザイン完成。
創始者生誕 120 年記念式典開催。
一般社団法人へ移行。
「地球倫理の森」創成15周年記念式典開催。
長年の沙漠緑化活動が「第６回中国環境発展要人
フォーラム」で表彰される。
「地球倫理の森ウランブハ」創成事業スタート。創
立 70周年記念全国青年弁論大会開催。
倫理法人会全国代表者大会開催。台湾に亜細亜
台湾企業倫理促進会設立。本部移転。南カリフォ
ルニア倫理法人会設立。富士教育センター開設
50周年記念式典開催。
オレンジカウンティ倫理法人会設立。
サンパウロ倫理法人会設立。
カリフォルニア州倫理法人会設立。
全国青年フォーラム2019 開催。「地球倫理の森」
創成 20 周年記念式典開催。カンピーナス倫理法
人会設立。
創始 75周年記念事業として建設を進めていた紀
尾井清堂が竣工。
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